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　前章で述べた「村山市の８つのイメージ」の他にも、村山市には保存・継承の対象として

欠かすことができない文化財が多数あります。それぞれの文化財は、最上川によって東西に

大きく二分された８地域の中に点在しており、一見まったく関係がないようにも見えますが、

あるキーワードで辿っていくことで地域や分類を超えてストーリーが繋がっていくものがあ

ります。前章の「８つのイメージ」の中にもたくさんのキーワードがあり、キーワードごと

に文化財を辿ることでストーリーが生まれます。

　このように文化財をストーリーに基づいて分けたグループを「関連文化財群」と呼びま

す。今後は文化財を様々なキーワードをもとに関連文化財群として文化財を整理していくこ

とが、文化財の再評価・再認識を促します。そしてまた、歴史文化を地域に残された重要な

資産として保存・活用することが、次世代への継承に繋がっていくと思われます。

第８章　関連文化財群の設定

１．関連文化財群とは

２．関連文化財群の一例

３．関連文化財群設定の方針

　例えば、村山市の歴史文化には「最上川」が大きな影響を与えました。この「最上川」を

キーワードとして関連する文化財を考えた場合、様々な分野の文化財が浮き彫りになってき

ます。そこでここでは「最上川」についての「関連文化財群」を例として掲載します。

　最上川は、米沢市の源流から酒田市で日本海に流れ出るまで全長 229km あり、一県を流

れる河川としては最長とされます。県土の約８割を流域とする最上川は、古くから生活や経

済に密接に関わっており、現在も山形県民にとっての「母なる川」として親しまれています。

流域のちょうど中間部に位置している村山市においては、舟道の開削に関する記録や、元禄

15 年（1702）に刊行された『おくのほそ道』で俳聖・松尾芭蕉が「ごてん・はやぶさなど

と云おそろしき難所あり」と最上川三難所について記していることからも、歴史的にその存

在価値が認められていると捉えることができ、市の歴史を代表するキーワードの１つとして

受け止める必要があると考えます。

　今後、関連文化財群については、ストーリー性があること、歴史的な共通点があること、

村山市の歴史文化をよく表していること、地域住民が誇りに思うこと、などを考慮し、村山

市にふさわしいテーマ設定をしてまいります。

　設定においては、関連する資料をグループで博物館に保存・展示することや、史跡として

整備することによる観光資源としての活用など、多くの方向性・可能性に合わせた様々なテー

マを設定することが可能です。
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■最上川の関連文化財群

　最上川は、古代律令国家の「水駅」から近代初頭に至るまで交通の大動脈でした。日本海

側の西回り航路の発展とともに最上川の舟運も発展を遂げます。流域の各地域は最上川の流

れによって互いに結ばれ、酒田湊を介して上方と直結したことにより、経済や生活に大きな

影響がありました。江戸時代の「諸国産物見立相撲」には、「出羽　最上紅花」と「阿波　藍玉」

が東西の関脇として並んでいます。最上というブランド名を冠した紅花や同じく名産品で

あった青苧を上方に流し、上方からは塩・干魚・茶・繰綿・瀬戸物など大量の物資とともに、

上方文化が内陸まで伝わりました。

　村山市域においては「碁点・三ケ瀬・隼」の三難所に残る舟道の痕跡や、舟運に関わる生

業を主とした大淀・長島・隼など集落の歴史、難所を見守る神社への信仰などに加え、難所

を利用した簗場など漁猟に関する歴史など舟運に関する様々な文化財が残されています。ま

た市内大久保地区と河北町・東根市との境は、最上川の旧河道に沿った土地利用の痕跡その

ものが残っています。   古代の舟運

中世の舟運

近世の舟運

近代の舟運

大久保と長瀞

碁点と河島

大槇と大淀

長島と三ヶ瀬

隼の瀬と早房

京文化の移入

最上川の渡し

最上川と橋

最上川と橋

最上川からの揚水

最上川の水害

大久保遊水地

最上川の文学と画家たち

用排水路の整備

河島山城址 ・白鳥城址 ・鬼甲城址 ・羽黒神社

記録に残る船着場 （碁点 ・大淀 ・境の目 ・赤石） ・ 寺崎家文書 ・最上川絵図

雛人形 ・葉山大円院の鐘

荷揚げ鉤棒

番所跡と二軒屋 ・破船記録

雛人形 ・石灯籠 ・蔵座敷 ・梵鐘

海産物等の食糧

古今集東歌 ・ おくのほそ道 ・最上川の絵画 ・最上川美術館

村山八景 ・大久保八景 ・富並八景

渡し場と船 （船着き場 ・碁点 ・大淀 ・境の目 ・赤石）

碁点橋 ・共栄橋 ・三ヶ瀬橋 ・長島橋 ・隼橋

最上川舟下り ・ 竜神の吊り橋 ・ フットパス小径 ・

大淀ビューポイント ・ 隼の瀬眺望公園

北村堰揚水場 ・市内の揚水場 （九ヶ所）

大久保遊水地 ・記念碑 ・大旦川排水施設 ・大旦川水門

構成する文化財

水駅

最上川舟運の歴史

最上川に関する関連文化財群

三難所とその周辺

最上川と文化

最上川と橋

最上川と観光

最上川と灌漑用水

最上川の水害と治水
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竜神の吊り橋付近：渇水時最上川三難所（三ケ瀬）

三難所とその周辺

船曳き道 ( 市内川口・現況 ) 渡し船 ( 大淀 )

最上川舟運の歴史

最上川三難所舟下り大淀ビューポイント

最上川と観光

碁点橋 共栄橋

最上川と橋


